
■安全

事故件数 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

件 8 5 19

件 0 0 1

労働災害 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

当社 ー 0.00 0 .00 0.00

化学工業※2 ー 1.16 1 .04 1 .23

当社 ー 0.00 0 .00 0 .00

化学工業※2 ー 0.06 0 .03 0 .04

■ダイ バーシティ ／ワ ーク ・ ラ イ フ・ バラ ンス

ダイ バーシティ ／ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

育児休業取得率（ 男性） ％ 63 .6 89.4 76 .5

育児休業取得率（ 女性） ％ 100 100 100

産休・ 育休取得者の

復職率
％ 100 100 100

女性社員比率 ％ 14 .1 14.7 14 .8

女性管理職比率 ％ 4 .3 4 .2 5 .2

日勤総合職

女性採用比率
％ 40 .9 47.8 23 .3

障がい者雇用率 ※ ％ 2.67 2 .91 2.71

年次有給休暇消化率 ％ 100 96.8 88.6

年間総労働時間 時間 1,886 1 ,877 1 ,906

ダイ バー

シティ ー

働き 方

※　 障がい者雇用率: 各年と も 翌年度６ 月１ 日現在の数値

 　 　 　 　 　 　 　 　 　   法定雇用率　 ～2024年3月 2 .3%  、 2024年4月～2026年6月 2 .5% 、 2026年7月～ 2.7%
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☑を 付し た数値については、 独立し た第三者機関の保証を 受けており 、

末項の「 独立し た第三者保証報告書」 を 受領し ま し た。

異常現象等 ※1

中規模以上のプロ セス 安全事故 ※2

※1　 石油コ ン ビ ナート 等災害防止法に基づく 異常現象に加え、 その他法令に基づき 、 当社内で異常現象相当の事故と し て原因究明・ 対策を 行っ た設備上のト ラ ブルを カウ ン ト し た件数

※2　 休業４ 日以上およ びガス ・ 油の漏洩（ 漏洩量が１ ０ Ｌ 以上の事故）

強度率※1

※１ 　 度数率およ び強度率（ 暦年）

　 　 　 度数率: 100万延べ実労働時間当たり の労働災害によ る 死傷者数で、 災害発生の頻度を 表す。

　 　 　 強度率: 1,000延べ実労働時間当たり の延べ労働損失日数で、 災害の重さ の指数を 表す。

※２ 　 化学工業の度数率およ び強度率: 出典: 厚生労働省「 令和６ 年労働災害動向調査」 （ 16化学工業）

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発セン タ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場の従業員

子育て

度数率※1



■環境

エネルギー投入量と エネルギー消費原単位　 ※１ 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

千kL

（ 原油換算）
1,068 906 808 ☑

前年を 100と し た場合 ％ 103 .6 97 .9 103.5 ☑

1990年度を 100と し た場合

※３
％ 97 .3 95.2 98 .8 ☑

CO2排出量 単位
２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

千tCO2 2,107 2 ,028 1 ,796 ☑

千tCO2 15 21 16 ☑

千tCO2 12 10 8 ☑

GHG排出量（ S cop e1 およ び2 ） 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

CO2 千tCO2 2,150 2 ,081 1 ,870 ☑

CO2以外 千tCO2 1 3 4 ☑

購入電力 千tCO2 47 42 32 ☑

購入蒸気 千tCO2 77 89 72 ☑

大気汚染物質排出量 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

千葉工場＋四日市工場 t 113 93 99

千葉工場 t 113 93 99

四日市工場 t 排出なし 排出なし 排出なし

千葉工場＋四日市工場 t 693 730 619

千葉工場 t 690 727 616

四日市工場 t 3 3 3

千葉工場＋四日市工場 t 33 11 10

千葉工場 t 33 11 10

四日市工場 t 排出なし 排出なし 排出なし

S co p e 1 　 ※1

直接排出量

S co p e 2  ※2

間接排出量

●算出基準: 燃料消費量・ GHG排出量については、 上記項目「 CO2排出量」 に売電・ 売熱分を加味し て算出。 （ 上記項目「 CO2排出量」 と は異なる 基準で算出し ている ためCO2排出量の合計値は一致し ま せん。 ）

※1　 Scope1 : 自社によ る GHGの直接排出量（ 燃料の燃焼 等）

※2　 Scope2 : 他社から 供給さ れた電気・ 蒸気等の使用に伴う GHG間接排出量。 電力使用における GHG排出量は温対法の基礎算出係数（ 2022年度およ び2023年度は「 調整後排出係数」 ） を用いて算出。

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発センタ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場・ 本社

SOｘ 排出量

NOx排出量

ばいじ ん排出量

●関連法令「 大気汚染防止法」 に準じ て算出

非エネルギー起源 CO2排出量　 ※2

製品の輸送に関わる CO2排出量　 ※3

●関連法令「 エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する 法律（ 省エネ法） 」

※１ 　 エネルギー使用に伴う CO2排出量: 省エネ法に定める 特定事業者と し ての報告値

　 　 　 電力使用における CO2排出量は温対法の基礎排出係数（ 2022年度およ び2023年度は「 調整後排出係数」 ） を用いて算出。

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発センタ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

※３ 　 製品の輸送に関わる CO2排出量: 省エネ法に定める 特定荷主と し ての報告値

●関連法令「 地球温暖化対策の推進に関する 法令（ 温対法） 」

※２ 　 非エネルギー起源CO2排出量: 温対法における 、 非エネルギー起源CO2排出量の報告値

 ・ 対象: 千葉工場・ 研究開発センタ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

エネルギー投入量　 ※１

●関連法令「 エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する 法律（ 省エネ法） 」 の報告値に準じ て算出

※１ エネルギー投入量

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発センタ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

※２ 　 エネルギー消費原単位: 総エネルギー使用量（ kL-原油換算） を、 製品数量（ t-エチレ ン換算） で割った数値

・ 対象: 千葉工場・ 四日市工場

※３ 　 1990年度を100と し た場合: 京都議定書の温室効果ガス 排出量基準年199 0年と の比較

エネルギー消費原単位※

２

エネルギー使用に伴う CO2排出量　 ※１



水資源の投入量／排出量 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

千t 72,668 77 ,666 62,617

千t 59,228 64 ,693 50,421

水質汚濁物質排出量 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

千葉工場＋四日市工場 t 60 61 54

千葉工場 t 55 57 50

四日市工場 t 5 3 4

千葉工場＋四日市工場 t 35 28 27

千葉工場 t 34 27 26

四日市工場 t 1 1 1

千葉工場＋四日市工場 t 1 .1 1 .2 1 .1

千葉工場 t 1 .0 1 .1 1 .0

四日市工場 t 0 .1 0 .1 0 .1

産業廃棄物 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

千葉工場＋四日市工場 千t 82 .1 76.2 77 .2

千葉工場 千t 81 .2 75 .2 75 .8

四日市工場 千t 1 .0 1 .1 1 .5

千葉工場＋四日市工場 千t 20 .5 21.7 22 .5

千葉工場 千t 19 .5 20 .6 21 .1

四日市工場 千t 1 .0 1 .1 1 .4

千葉工場＋四日市工場 千t 0 .2 0 .2 0 .3

千葉工場 千t 0 .2 0 .2 0 .3

四日市工場 千t 0 .0 0 .0 0 .0

化学物質( PRTR ) の排出/移動量 単位

２ ０ ２ ２ 年度

※ ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

t 220 256 327

t 1 1 2

t 19 35 37

●関連法令「 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する 法律（ 化学物質排出把握管理促進法ま たはPRTR法） 」

※　 2022年度の排出/移動量: 過年度の公開値よ り 変更（ 過年度: 合計1t以上と なる 物質の合計、 2023年度: 関連法令の報告値）

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発セン タ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

最終処分量

※１ 　 廃棄物発生量: 構内中間処理前量

※２ 　 再資源化量: サーマルリ サイ ク ル量は含ま ず。 直接再処理を 含む。

・ 四捨五入差異によ り 合計値が合わない場合はあり ま す。

大気排出

公共用水排出

事業場外排出

再資源化量 ※２

総排水量

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発セン タ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

COD排出量

全窒素排出量

全リ ン 排出量

●関連法令「 水質汚濁防止法」 に準じ て算出

・ 四捨五入差異によ り 合計値が合わない場合はあり ま す。

廃棄物発生量 ※１

投入量



化学物質( PRTR ) の排出/移動量  ＜合計1 t以上の化学物質＞

●千葉工場・ 研究開発センタ ー・ 機能性樹脂技術開発センタ ー

単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

t/年 - - - 0.9 0 .8 1 .2 - - -

t/年 7.1 4 .7 5.6 - - - - - 0 .6

t/年 11 .0 6 .3 5.7 - - - - - 0 .8

t/年 2.8 2 .2 2.0 - - - - - -

t/年 3.3 3 .4 2.5 - - - - - 0 .7

t/年 51 .0 48 .0 40.0 - - - 0.1 0 .3 -

t/年 5.0 5 .0 4.9 - - - - - -

t/年 140 .0 170 .0 250 .0 - - - - 1 .3 0 .0

t/年 1.8 1 .8 0.6 - - - - - 0 .9

t/年 - 12 .0 12.0 - - - - - -

t/年 - - - - 0 .4 0 .5 - 3 .2 4 .4

●四日市工場 大気排出 公共用水排出 事業場外排出

単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

t/年 - - - - - - 7.4 9 .9 9 .9

t/年 0.1 0 .1 0 .1 - - - 6.3 10 .1 10.2

t/年 - - - - - - - 7 .9 7 .9

プラ ス チッ ク の資源循環 単位 ２ ０ ２ ２ 年度 ２ ０ ２ ３ 年度 ２ ０ ２ ４ 年度

t 223 150 188

PCB※ 処理計画

水銀灯処理計画

ベン ゼン

ジイ ソ ブチレ ン （ DIB）

キシレ ン

1,2-ジク ロ ロ エタ ン

ジシク ロ ペン タ ジエン

ト ルエン

1,3-ブタ ジエン

ヘキサン

( 1-ヒ ド ロ キ シエタ ン -1,1-ジイ ル)ジホス ホ ン 酸

化学物質名

エチルベン ゼン

大気排出 公共用水排出

●関連法令「 水銀に関する 水俣条約」

低濃度PCB 現在使用中の9基を 計画的に取り 外し 処理を 進めてゆく 。

※PCB（ Poly Ch lorina ted  Biphenyl） : ポリ 塩化ビ フ ェ ニルは毒性が強く 発がん性があり 、 1972年に製造・ 使用が禁止さ れていま す。 かつては電気機器の絶縁油、 熱交換器の熱媒体、 ノ ン カ ー

ボン 紙など 様々さ ま ざま な用途で利用さ れていま し た。

●関連法令「 ポリ 塩化ビ フ ェ ニル廃棄物の適正な処理の推進に関する 特別措置法」

・ 処理期限: 高濃度PCB（ 2023年度） 、 低濃度PCB（ 2026年度）

・ 対象: 千葉工場（ 四日市工場は処理済）

2024年度の取り 組み

水銀照明設備のLED化
千葉工場: 0台、 　 四日市工場: 3台

　 ※千葉工場は2024年度は取り 組みを 一旦保留と し 、 次期中期経営計画（ 2026-2028） よ り 再開を 計画

高濃度PCB
2023年度ま でに処理委託契約を 締結し たも のは処理が完了し た。

2024年度発見さ れた安定器については新たに契約を 締結し 処理を 行う 。

化学物質名

エチレ ン グリ コ ールモノ メ チルエーテル

ポリ （ オキシエチレ ン ） = アルキルエーテル

（ アルキル基の炭素数が1 2から 15ま でのも のおよ びその混合物に限る ）

2-（ 2-メ ト キ シエト キシ） エタ ノ ール

●関連法令「 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する 法律（ 化学物質排出把握管理促進法ま たはPRTR法） 」

※　 2022年度の排出/移動量: 過年度の公開値よ り 変更（ 過年度: 合計1t以上と なる 物質の合計、 2023年度: 関連法令の報告値）

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発セン タ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

プラ ス チッ ク 使用製品産業廃棄物

●関連法令「 プラ ス チッ ク に係る 資源循環の促進等に関する 法律（ プラ 新法） 」

・ 多量排出事業者の排出削減目標: ２ ５ ０ ｔ 以下

・ 対象: 千葉工場・ 研究開発セン タ ー・ 機能性樹脂技術開発セン タ ー・ 四日市工場

2024年度の取り 組み

事業場外排出

亜鉛の水溶性化合物




